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一  般  質  問  発  言  通  告  書 

 

議席番号  １６ 番   氏名  笹田 卓       

 

答弁を求める者   市長 教育長 監査委員 選挙管理委員会委員長 

（○をつける）   農業委員会会長 固定資産評価審査委員会委員長 公平委員会委員長 

1 水道事業について 

 

水道料金の改定により、市民や事業者の負担が増える一方、人口減少などにより、今後も

厳しい経営が見込まれている。料金改定だけでなく、将来にわたって安定した水道事業を

維持するための改革が必要である。 

そこで、以下について伺う。 

 

① 今回の水道料金改定による住民や事業者の負担について、市はどのように考えている

のか伺う。 

② 上下水道事業審議会から示された「抜本的な体制の見直し」について、市はどのよう

な改革を進めていくのか伺う。 

③ 今回の料金改定後、5年後に再び料金改定が必要となる可能性について、市はどのよ

うに考えているのか伺う。 

④ 料金改定後も、管路や施設の更新、人口減少など水道事業には多くの課題が残ると考

えるが、今後どのような課題があり、それぞれをどのように解決していくのか伺う。 

 

2 浜田漁港を核とした水産業振興について 

 

浜田漁港では、水産業を取り巻く環境が変化する中、冷蔵・冷凍施設の整備など新たな動

きも進んでいる。こうした取組を浜田漁港全体の機能強化と水産業の振興につなげるため、

関係機関や事業者がそれぞれの役割を明確にし、連携して取り組むことが重要である。 

そこで、以下について伺う。 

 

① 浜田漁港の機能強化に向け、島根県、浜田市、ＪＦしまね、仲買・水産加工業者、三

陽などの民間事業者が、それぞれどのような役割を担い、どのように連携していくのか、

市の考えを伺う。 

 



② 浜田漁港の機能強化や水産業の振興に向け、市として今後どのような取組を具体的に

進めていくのか伺う。 

 

3 太陽光発電事業の適正な設置について 

 

浜田ゴルフリンクスでは、現在もゴルフ場として営業が続く一方、太陽光発電施設への転

用計画があり、地域住民やゴルフ愛好家から懸念や反対の声が示されている。 

市は太陽光発電事業等に関するガイドラインを策定し、今後、条例制定に向けた検討も進

めている。 

今回の計画を含め、地域の安全・安心や地域住民の意見をどのように反映させるのか、市

の考えを明確にする必要がある。 

そこで、以下について伺う。 

 

⑴  浜田ゴルフリンクスの太陽光発電計画について 

 

① 浜田ゴルフリンクスの太陽光発電計画について、市は現在どのように把握し、地域住

民やゴルフ愛好家から示されている懸念や反対の声をどのように受け止めているのか伺

う。 

 

⑵ 太陽光発電事業のガイドラインについて 

 

① 現在のガイドラインによって、太陽光発電事業者に対して、市はどこまで関与し、ど

のような対応を求めることができるのか伺う。 

 

⑶ 太陽光発電事業に関する条例について 

 

① 条例制定によって、現在のガイドラインから何が変わるのか伺う。 

② 条例制定によって、地域住民やゴルフ愛好家の懸念や要望を、どのように事業計画へ

反映できるようにするのか伺う。 

 

4 道の駅「ゆうひパーク浜田」の今後について 

 

6 月定例会議で 15 年間の無償貸付が決定した一方、10 月末までに必要とされるテナント

確保など、今後の運営について確認する必要がある。また、これまで施設の管理運営を担

ってきたゆうひパーク浜田株式会社の無償貸付終了後の状況についても確認する必要が

ある。 

そこで、以下について伺う。 

 



⑴  現在のテナント入居状況について 

 

①  令和 8 年 10 月 31 日までに必要とされている 1 階テナント全て及び 2 階テナント 1

か所について、9月現在の入居及び入居見込みの状況を伺う。 

 

⑵ ゆうひパーク浜田株式会社の今後について 

 

① 現在の管理運営を担っているゆうひパーク浜田株式会社について、無償貸付終了後の

方向性を市はどのように認識しているのか伺う。 

② 無償貸付終了後も、ゆうひパーク浜田株式会社が事業を継続できるよう、市として関

係者の協議や調整に関わる考えがあるのか伺う。 


